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1 

適合 

1 章 緑の基本計画について 

1 都市緑地法に基づいた計画です 

わが国では高度経済成長期が終わり、都市部での人口増加もゆるやかになり、少子高

齢化が進んでいます。また、生活に身近なところでは、地球規模での温暖化防止への関

心が高まるなど、社会情勢が除々に変わってきています。その中で公園や河川、森林な

どの緑は、都市空間にやすらぎとうるおいを与え、人々が快適で健康的な生活をおくる

うえでますます重要になっています。 

 これらを背景として、平成 6 年に都市緑地保全法（現在は都市緑地法）が改正され、

「緑地の保全及び緑化の推進に関する基本計画」を定める制度が新設されました。 

  北広島市緑の基本計画(以下「緑の基本計画」)は、21世紀という新しい時代に入っ

た今、環境保全、防災、景観、レクリエーション、といった多様な機能をもつ都市の緑

の保全と創出を図りながら、やすらぎとうるおいのある快適な生活環境を有するまち北

広島をめざし、まちづくりの主体である市民、事業者、(森林等土地所有者)、行政の共

通の「緑のまちづくり」の指針となるものです。 

 

2 北広島市のさまざまな計画の中で、緑や水の環境づくりを担う計画です 

  緑の基本計画は、都市緑地法に基づく計画であるとともに北広島市緑のまちづくり

条例にも基づいています。 

  緑の基本計画は、北広島市総合計画を上位計画として、都市計画マスタープラン、環

境基本計画などの各分野の計画との整合のもとに定められ、これらが一体となって総合

的に取り組み、本市のめざす緑の将来像を実現することになります。 

  また、この緑の基本計画は、国や道、民間の計画と整合を図りながら、具体の様々

な計画を策定する際の指針となります。  

 

図表 1.  北広島市緑の基本計画の位置づけ 
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3 平成 32 年を見据え、都市の生活に必要な緑を扱う計画です 

 

緑の基本計画は、緑豊かな都市づくりを進めるために、都市の骨格となる公共施設の

緑地から事業所や個人の庭先までの民有地を含む本市のすべての緑を対象とします。 

 また、緑の基本計画の目標年次は平成 32年とします。 

 

図表 2. 緑の主な機能 

  都市にとって、様々な機能を担っています。 

  都市における緑の機能は、以下の 4系統に分類できます。 
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4 市民参加で計画づくりが進みました 

 

計画づくりにあたっては、平成 13 年度より 2 カ年にわたって開催した市民ワークシ

ョップ会議や、都市計画マスタープランのアンケート調査等から緑に関する意見等を把

握、整理し、それらをもとに計画の骨子をつくり、その後も会議を重ね内容を検討して

きました。 

 このほか、広報紙やホームページ、素案概要版（リーフレット）を通じていただいた

意見も参考にしました。 

 

 

5 市民の提言から素案・原案へ 

  

市民ワーショップ会議からの提言、データや文献等による緑の現況を基に、課題の整

理、方針等の検討を行い平成 14年度に計画の素案をまとめました。平成 15年度は素案

について関係機関と協議・調整を行い原案を作成し、平成 16 年度に緑のまちづくり審

議会へ諮問し答申を経て、本市の計画として決定し公表するものです。 

 

図表 3. 策定作業の進め方 
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図表 4. 策定体制 

 

6 緑の基本計画の改訂について 

 

  北広島市では、多様な機能を持つ都市の緑の保全と創出を図りながら、やすらぎと

うるおいのある快適な生活環境を有するまち北広島を目指すことを目的として、平成

12年度に「北広島市緑の基本計画」が策定されましたが、計画策定後約 10年が経過し

た現在、社会背景や法体系等が大きく変化していることから、市内の緑の変化と現状、

市民意識の変化、これまでの施策の進捗状況を検証し、中間年における時点修正を基本

として改訂するものです。 

図表 5 改訂フロー図           
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2 章 北広島市の緑の特性と課題 

2-1 北広島市の緑の特性と課題 

（1）都市形成 

 ①開拓期の北広島と緑 

    本市の都市形成は、広島県からの入植による中の沢の農地の開墾と、札幌と室蘭

を結ぶ札幌本道（国道 36号）沿道の集落形成などから始まりました。 

    本市の森林は、農業の水源涵養林や薪炭材の供給源として大切にされてきました。

特に特別天然記念物野幌原始林を含む国有林は、農業の水源確保等のため現在まで

残されてきた経緯があります。  

    国指定史跡の旧島松駅逓所は、札幌本道（国道 36号）沿いに設置され、交通の要

衝として重要な役割を果たした場所であり、クラーク記念碑や寒地稲作発祥の地の

碑とともに、北広島の歴史を物語る場所となっています。 

 

 ②市街地のなりたちと緑 

   本市は高度成長期の昭和 40 年代から道央圏の中でも都市化が急速に進んだまちの

1 つとなり、道営北広島団地をはじめとして、多くの住宅地が造成されてきました。

しかしその発展の陰には、多くの樹林地が失われてきたことも忘れてはなりません。 

   現在では中央に位置する国有林を囲むように東部、北広島団地、西の里、大曲、西

部の 5つの地区があり、その外側に農地や森林が広がっています。  
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（2）都市の現況     

①位置、地勢                                     図表 6. 北広島市の位置 

   本市は石狩平野の南部に位置する周囲        

52.5km、総面積 11,854ha の都市です。         

  市の北西は札幌市、北は江別市、東は        

千歳川をはさんで長沼町と南幌町に、南は      

恵庭市に接しています。                   

   地形は、市域の南西部にある島松山（標 

高 492.2m）から、北東方向に標高 100m 前 

後の緩傾斜面が広がっており、千歳川流域 

の平地に連なっています。（図表 5） 

②人口推移 

本市の人口の推移は、平成 19年度までにおいて増加傾向にありましたが、平成 20 

年度以降においては減少傾向にあり、平成 22 年度現在で 60,370 人となっています。

また、平成 22年度の総人口に対する 65歳以上の人口割合は 21.6％で増加傾向に 

あり、15歳未満の年少人口は 13.4％と減少傾向にあることから、少子高齢化が進行 

しています。（図表 7）開拓以来、北広島の緑は人々の生活と密接な関わりをもって 

まきしたが、人口増とともに多くの住宅地が開発され、森林・農地が減少するととも 

に、高齢化や後継者不足により農林業の担い手が減少しています。 

     図表7. 人口の推移                    年齢別人口構成比の推移 

③土地利用・都市計画 

地目別面積割合でみると、山林が 31％、田畑が 19％、宅地が 9％を占めています。

（図表 8）都市計画区域は、行政区域と同じとしておりその面積は 11,854ha です。 

また、市街化区域面積は 1,594ha で行政区域の 13.4％を占めています。（図表 9） 

 

   図表 8. 地目別面積割合             図表9.都市計画の区域区分（平成 22年度） 

   

 

 

 

3 緑の現況 

 

区  分 面積(ha) 人口(万人) 

市街化区域 1,726 5.86 

市街化調整区域 10,128 0.29 

都市計画区域 11,854 6.15 

行政区域 11,854 6.15 
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① 広域的な緑の現況 

  本市の緑地の面積は、平成 22年現在では 7,574ｈａ(全体の 63.9％)市街化区域で 

379ha(全体の 22％)となっています。 

北広島市の緑を広域的な視点で見ると、札幌方面から 

恵庭に連なる山地の緑地や野幌森林公園から国有林、南 

の里の森につながる平地の緑地、輪厚川や島松川など河 

川の緑地に分かれます。 

  これら平地の緑地、山地の緑地、河川の緑地が連なり、 

 野幌森林公園から支笏湖方面につながる大きな緑の軸の一 

 部を形成しています。また、札幌市との境界で環状グリー 

 ンベルトの一部となっている大曲川や江別との境界に広がる野幌森林公園など、他市

の緑づくりの動向に配慮すべき緑もあります。 

 

② 森林など面的な緑の状況 

  本市の市街地の外側に広がる仁別・三島の森や南の里の森及び特別天然記念物野幌 

原始林を含む国有林は、それぞれ 100ha を超える大規模な森林であり、地球温暖化の

防止や野生生物(動物、植物、菌類)の生息環境の形成、保水機能による災害の防止な

どに役立っています。 

  3 つの大規模な森林の間には、比較的小規模な樹林地や農地が分布しています。 

  本市の森林や樹林地についは、全体の約7割が民有林で占められています。（図表11） 

  これら民有林の一部は、法や条例等の地 

域指定により保全されていますが、国産材 

の需要低下とともに、手入れする費用もか 

けれず森林荒廃が進んでいることが全国的 

な課題となっています。今後とも保全して 

いくには、より担保性の高い地域制緑地の 

指定が必要です。また、部分的に資産保有 

や投機目的で細かく区画割りされた土地所有形態が見られるのが特徴です。 

  

③ 公園や緑地など施設緑地の状況 

  市街地では公園や緑地の計画的な整備 

が進められていますが、地区ごとで緑地 

整備の状況に違いが見られます。（図表- 

12）また、市内各地では、北広島レクリ 

エーションの森をはじめとしてスキー場、 

ゴルフ場など様々なレクリエーション施 

設があります。 

  

野球場 1 体育館 4 

多目的広場 3 ゴロッケーコース 8 

テニスコート 13 ケートボール場 2 

パークゴルフ場 9 スキー場 2 

ゴルフ場 8 歩くスキーコース 3 

水泳プール 8 サイクリングコース 2 

キャンプ場 1 ゴルフ練習場 5 

文化施設 1 市民農園 4 

 

図表 10. 石狩圏域の緑の現況 
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図表12. 北広島市のレクリエーション施設 
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④ 身近な緑が豊かなまち 

  本市では、市街地の周辺に豊かな樹林地が多く、大曲東小学校うらの森、西の里白

樺林などは自然にふれあえる身近な樹林地として市民に親しまれています。 

  また、国道 36号や道道栗山北広島線などの沿道や JR沿線では、豊かな緑の景観を

楽しむことができます。しかし、市街地周辺の緑が豊かな一方では林地開発で伐採さ

れたままの樹林地があるなど問題も抱えています。 

 

 

⑤ 緑づくりの取り組みの現況 

  現在は、余暇活動の多様化など緑に対するニーズの増大や地球的規模の環境問題へ

の関心が高まっています。 

  また、少子高齢化で公園の使われ方も変わってきています。緑づくりの活動として

は、花づくりなど市民自ら参加する緑づくりが増えています。また、近年の緑の保全

に向けた行政の取り組みとして、仁別・三島の森を取得し水源涵養保安林に指定する

とともに、南の里の森を特別緑地保全地区に指定をしています。 

  緑化の取り組みとしては、条例による民間施設における緑化に関する協議や花のま

ちコンクール、植樹や募金活動を行っています。また、輪厚川の河川敷では、市民に

よる植樹も行われています。 

  平成 20年度からは公園里親制度を導入し、施設に愛着をもって清掃美化や草刈り 

を行うなど、地域のボランティア団体との協働のもと管理を行い緑づくりを行ってい 

ます。 
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4 緑地の現況量 

本市の緑地の現況量は、以下のとおりとなっています。 

図表 13. 北広島市の緑の現況  
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2-2. 緑の課題 

   ここでは、緑の機能（4系統：環境保全系統、レクリエーション系統、防災系統、 

景観系統）の視点から、本市の緑の課題を整理します。 

(1) 環境保全系統の課題 

  ●国有林、富ヶ岡の森、南の里の森、仁別・三島の森は、緑の軸の骨格をつくり、地球温 

暖化の防止に役立ち、二酸化炭素の削減や大気浄化といった環境保全や、多様な生 

物の生息空間としてまもる必要があります。 

   ●河川や市街地周辺の樹林地、他市との境界にある樹林地は野生生物のすみかや移動 

経路となっていますが、その大部分は民有林が占めており、保全及び樹木の管理の方 

策を検討する必要があります。 

   ●公園や市街地周辺にある樹林地は、良好な住環境をもたらす緑としてまもる必要があり 

ます。 

 

(2) レクリエーション系統の課題 

   ●北広島レクリエーションの森を中心とした地区は、5 つの地区の交流を促すレクリエーショ 

ンの拠点と して活用していく必要があります。 

●近隣公園や街区公園は、だれもが利用できる身近な公園として適切に配置していく必要 

があります。 

●公園はの施設整備については、既設、新設を含めだれもが利用できるよう配置する必要 

があります。 

●市街地周辺の樹林地は、身近な自然に親しめる緑として活用していくことが必要です。 

 

(3) 防災系統の課題 

    ●河川の源流や流域にある樹林地等、水害など自然災害を防止する緑として守る必要が 

あります。 

●丘陵傾斜地の樹林地は、土砂崩れを防ぐ緑として守る必要があります。 

●公園や緑地、街路樹、学校などの公共施設敷地については、避難地や避難路、延焼遮 

断の緑地として緑を豊かにする必要があります。 

 

(4) 景観構成系統の課題 

●国有林、南の里の森、仁別・三島の森は、景観の基礎として保全していく必要がありま 

す。 

●旧島松駅逓所周辺は、本市の開拓の歴史を伝える重要な地区として、自然環境に配慮 

した整備を進める必要があります。また JR北広島駅周辺については、緑の演出により都 

市の顔としての魅力を高めていく必要があります。 

●幹線道路や JR沿線から見える大小の樹林地は、自然・田園景観を構成する要素とし 

て、条例による地域指定などによりまもりそだてていく必要があります。  
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2-3.  制度上、体制上の課題 

(1) 緑に対する市民の関心を喚起すること 

      市民は、まちの緑が豊かだと感じ、将来も大切にしたい意向があることがワークショップ 

会議やアンケートからうかがえます。 

一方、バイオブロック工法による植樹や庭の花づくりなど一部では緑づくりが盛んになっ 

ていますが、緑づくりへの市民参加の広がりはまだ十分とは言えません。 

こうしたことから、広報紙等をはじめとして様々な情報提供などを行い、緑に対する市民 

の関心を高めていく必要があります。 

 

(2) 緑づくりの市民参加をさらに進めること 

       緑の基本計画策定や公園の整備においては、ワークショップ等による市民参加により作 

業を進めてきました。 

今後もアンケート、ワークショップ等による意見交換、花づくりや森林の管理など、市民 

参加の緑づくりをさらに進める必要があります。 

 

 

(3) 緑化や花づくりなど緑のパートナーシップづくり 

緑の保全を進める一方で、住宅地や工業地においては緑化や花づくりを市民、事業者、 

行政のパートナーシップで進めていく必要があります。 

緑のパートナーシップづくりを円滑に進めていくためには、緑づくりの活動を積極的に支援 

していくとともに、緑に関する情報提供や窓口の機能についても検討していく必要がありま 

す。 

 

 

(4) 保全すべき緑の担保性向上 

民有林をはじめとする緑地の保全については、現在指定されている地域制緑地（Ｐ44図 

表 23）を引き続きまもっていくとともに、保全策を強化すべき重要な緑地については、より 

担保性の高い地域制緑地の指定を検討する必要があります。 
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3 章 緑地の保全及び緑化の目標 

3-1.  緑の都市像 

(1) 基本理念 

都市の緑は、様々な機能を持っており、都市に住む市民も自らの手で緑をま 

もり、つくり、育てることへの関心が高まりつつあります。 

北広島市民にとって国有林を中心とする緑は、市民共通の交流や余暇活動の場と 

なっています。各地区に住む人たちが国有林や周囲の森で交流し、緑やまちに対す 

る想いを一つにする。そして先人が残した貴重な緑の財産を、今の生活に役立て将 

来の世代に引き継いでいけるように、緑を保全、創出していく必要があります。 

 

計画の根幹となる基本理念は、まちづくりのテーマである「自然と想像の調和し 

た豊かな都市」を継承し、緑づくりの課題や市民ワークショップ会議での市民の意 

見などをふまえ、以下のように考えます。 

 

本市の緑づくりは、 

         ○先人から受け継いだ緑を市民が協同・連携しながら愛情を注ぎ、まもり、 

つくり、育てること 

○自然と創造の調和した緑豊かな都市の中で市民が憩い、交流し、豊かな生 

活をおくること 

○緑豊かな都市での生活を通じ、市民が郷土を愛する心を育て、緑を将来の 

世代に引き継いでいくこと 

 

以上の考え方から、本市の緑づくりの基本理念を次のとおり設定します。 

 

基本理念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

緑を愛する市民が住み、 

緑と人がともに育ち交流するまち 
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(2) 緑の将来像 

将来像(概ね 20 年後の姿)は、広域的な視点も考慮しながら都市の緑空間のあり

方、それらの緑を享受する市民の生活像、緑を愛する市民像について設定します。 

 

① 南北にネットワークする緑の大きな軸を形成しています。 

市街地を囲む起伏豊かな丘陵地帯では森林、農地が広がっています。 

      国有林、富ヶ岡の森、南の里の森、仁別・三島の森は緑の骨格をかたちづくり、 

それらの間を小さな樹林地、公園や緑地河川、街路樹などでネットワークしてい 

ます。  

市街地やその周辺では、公園や緑地、街路樹空間、住宅の庭や事業所などで緑が 

豊かに育っています。都市の顔となる北広島駅周辺などでは、緑と調和した魅力的 

な都市環境が形成されています。また輪厚川島松川など市街地や市内を流れる河川 

が拠点的な緑と市街地とをつないでいます。 

これらによって、支笏湖から野幌森林公園の間に南北の大きな緑の軸が形成され、 

野生生物の行き来がしやすくなっています。 

 

②  豊かな緑によってもたらされた良好な都市生活を享受しています。 

市内各所には多様なレクリエーション施設があり、公園や緑地などでは休息や 

スポーツをしたり、市民農園やキャンプ場を利用するなど市民がさまざまに楽し 

んでいます。幹線道路や JR沿線では自然豊かな樹林地がまもられており、本市の 

緑の豊かさを印象づけています。 

       市街地を囲む丘陵地などをみると、国有林等は自然豊かなまま管理され、民有 

林も市民ボランティア、NPO と行政の協働で管理され良好な緑の環境が回復して 

きています。 

       市街地では、庭の花づくり、ボランティアや NPO、事業者による緑化など、市 

民参加の緑づくりがますます盛んになっています。学校や幼稚園に近い樹林地 

などでは、身近に自然にふれられる環境が整っています。 

 

③ 緑に囲まれた豊かな生活をおくり、緑を愛する市民が育っています。 

北広島に住む市民は先人からの緑の遺産に誇りを持ち、健康で快適な日常生活を 

おくりながら、将来の世代に引き継げる緑づくりを担っています。 

      若者、子どもたちは、学校や地域の交流を通じて緑の大切さや緑を「まもり、つ 

くり、育てる」ための手だてを学んでいます。 

      これら昔からの市民、新しい市民が、本市の中央に位置する国有林などの緑空間 

で交流し、緑に対する想いや愛情を育んでいます。 

 

 

  



 

                         3 章 緑地の保全及び緑化の目標 

14 

 

本市の特徴である野幌森林公園から国有林、富ヶ岡の森、南の里の森、仁別・

三島の森までの豊かな緑の骨格（軸）については、今後も「まもり・つくり・育

てる」ことを基本として、次の世代に残しつなぐことを目指します。 

 

図表 14. 緑の将来図 

 

  

富ヶ岡の森 

東の里地区遊水

地 
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3-2 緑づくりの基本方針 

緑の将来像を実現していくために、本市の緑づくりの基本方針は 4系統と制度・体 

制を加えた 5つの方針を設定します。 

 

 

 

 

               <基 本 方 針> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

緑
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（基本方針 1・環境保全系統） 

豊かな森や林を将来の世代に引き継ぐ 

（基本方針 2・レクリエーション系統） 

市民がいきいきと交流し、憩える緑をつくる 

（基本方針 3・防災系統） 

安全・安心の緑をまもり、つくり、育てる 

（基本方針 4・景観構成系統） 

四季を彩る緑、ふる里の魅力を高める緑

を大事にする 

（基本方針 5・制度・体制）

参加・連携で緑づくりを進める 
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(1) 基本方針 1・環境保全系統 

豊かな森や林を将来の世代に引き継ぐ 

 

本市は森林の中にコンパクトな市街地ができたことから市街地と森林の接点が多 

く、地球温暖化の防止や野生生物とのふれあい、森林浴など緑の恩恵を受けながら 

生活できる恵まれた環境を有しています。 

 今後も先人から引き継いだ恵まれた環境を将来の世代に伝えるため、生物多様性 

の保全を図り、野生生物のすみかや移動経路となる森林の保全、周辺の環境の保全

に重要な役割を果たす農地や河川の保全、快適な住環境をもたらす市街地周辺の 

樹林地の保全を、市民と行政が協力しながら進めていきます。 

また、農業被害や生態系への影響が懸念されている特定外来生物や有害鳥獣につ

いては、外来生物法や鳥獣保護法等により捕獲・駆除などの対策を進めます。  

 

 

(2) 基本方針 2・レクリエーション系統 

市民がいきいきと交流し、憩える緑をつくる 

 

     国有林を含む本市の中央では、北広島レクリエーションの森や総合体育館があり、 

市民のレクリエーションの拠点となっています。これらは、市民共通の憩い・交流 

の場となるよう拠点機能の充実を図ります。また、地区と拠点をネットワークする 

歩行者・自転車道路や市民農園、キャンプ場など多様なレクリエーション施設の充 

実を図ります。 

     公園は利用しやすい適正な配置を図るとともに、既存施設については、公園機能 

の改善や多世代型公園への転換等の検討を進め、市民が安全・安心に利用できる憩 

いの場の提供を推進します。 

 

  

 (3) 基本方針 3・防災系統 

安全・安心の緑をまもり、つくり、育てる 

  

     本市の自然災害は、千歳川支流の塧水による水害が主でした。近年は治水が進み 

水害が減りましたが、豊かな森林が雨水の流量を調整し、河川の増水を抑えている 

ことも大きな要因です。このことから保水機能をもつ森林等を保全するとともに、 

土砂崩れを防ぐ傾斜地の樹林地を保全します。 

     避難路や延焼防止の機能をもつ一般道路や歩行者・自転車道路では街路樹などを 

適切に整備します。また、避難場所となる公園や公共施設においても緑の確保に努 

めます。  
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(4) 基本方針 4・景観構成系統 

四季を彩る緑、ふる里の魅力を高める緑を大事にする 

      

     本市の起伏に富んだ山地・丘陵地は、春の新緑、秋の紅葉など四季折々の景観を

醸しています。また市街地近くのまとまった樹林地は国道や高速道路、JR線を利用 

する人に本市の豊かさを印象づけています。これらのことから、自然・田園景観を

形成する緑として保全に努めます。 

     市街地では住宅地の花づくりや事業所の緑化が進められていますが、今後も市民 

の積極的な参加を促しながら緑化を推進します。また、街路樹については四季の変 

化や本市の地域特性に配慮しながら緑化や維持管理を推進します。 

     本市のまちの顔であり、多くの人々が集まる JR北広島駅周辺は、公園や広場の再 

整備を推進し、魅力ある顔づくりのための緑化や花づくりを進めます。また、郷土 

の遺産である旧島松駅逓所では周辺環境の整備を進めます。 

 

 

(5) 基本方針 5・制度・体制 

参加・連携で緑づくりを進める 

 

     先人から受け継いだ緑豊かな北広島を将来の世代に引き継ぐために市民、事業者、 

行政の適切な役割分担のもとに参加・連携し、パートナーシップで緑の保全・創出 

に努めます。 

   近年は NPO やボランティア団体などの活動が活発化しており、今後も緑づくりの 

活動等に対し支援を進めていきます。 

     本市の森林面積の約 8割が民有林であることから、良好な都市環境をつくるため 

にも所有者の理解と協力が必要と考えます。緑づくりの推進にあたっては、都市緑 

地法をはじめ緑地を担保する法制度や北広島市緑のまちづくり条例を積極的に活用 

しながら進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

                         3 章 緑地の保全及び緑化の目標 

18 

3-3 計画の目標水準 

     本市の緑の将来像を実現していくうえで、達成するめやすとして緑地確保量の 

  目標水準を設定します。 

 

(1) 計画フレームの設定 

  ① 計画対象区域 

  計画対象市名 都市計画区域名 

北広島市の全域 (11,854ha) 札幌圏都市計画区域 

 

② 都市計画区域内の人口の見通し 

人口の見通しは、第 5次総合計画のフレームとします。 

年次 基準年 (平成12年度) 中間年 (平成 22 年度) 目標年次 (平成 32 年) 

人口 57,700 人 60,700 人 61,500 人 

 

 

(2) 計画の目標水準 

本市においては、平成 22年度における都市計画区域人口１人当り都市公園の確保 

量は、40.1 ㎡/人であり全国平均の 9.7 ㎡/人、北海道平均の 35.7 ㎡/人と比較する 

と恵まれていると考えます。 

    

① 緑地の確保目標水準 

   緑地の確保目標水準として、都市計画区域内の緑地の割合は、次のように設定し

ます。 

目標年次(平成 32 年度)に                

おける緑地確保目標量 

都市計画区域面積に対する割合 

概ね 7,574 ha  (63.9%) 
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② 都市公園等の施設として整備すべき緑地の目標水準 

   都市公園等の施設として整備すべき緑地の目標水準は、次のように設定します。 

 

基準年 

  (平成 12 年度) 

中間年  

 (平成 22 年度) 

目標年次  

 (平成 32 年度) 

都市公園 37.5 ㎡/人 40.1 ㎡/人 49.9 ㎡/人 

都市公園等 61.2 ㎡/人 63.7 ㎡/人 73.0 ㎡/人 

  ※都市公園等：都市公園に公共施設緑地（自転車歩行者専用道、公共施設の緑地、道路植樹帯）を加えたもの。 

 

(3) 緑化の目標 

緑地総面積の現況は、平成 12年が 8,165ha、平成 22年が 7,667ha であり、ここ 

10 年間で約 497ha 減少しています。 

この主な要因は、市街化区域の拡大や高齢化・後継者不足などの影響により、農 

  地が大幅に減少したことなどによるものです。 

将来（H32）予測においても、民有林などの減少により約 92ha（H22 比較）の緑 

が失われると予想されます。 

 したがって、農地については、耕作放棄地の農地の再生、民有林については緑保

全地区の指定等の取組みにより、緑の減少に歯止めをかけていきます。 

また、身近な緑については、緑視率を高める取組の検討や花のまちづくりの推進、

既存公園の再整備などにより、市民の交流や潤いと安らぎのある住環境の形成を目

指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【緑視率】 

 緑視率とは人の目に映る緑の量で、立面的 

 な視野内に占める緑量の割合を緑視率とい 

 います。  
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4 章 緑地の配置方針 

    緑地の配置方針は、環境保全、レクリエーション、防災、景観構成の 4つの機能 

ごとに定めます。緑を機能ごとに位置づけることで、保全、活用、緑化など施策の 

方向付けを示すものです。 

 

4-1 環境保全系統の配置方針 

 

環境保全の機能を果たす緑は、地球温暖化の防止や野生生物の生息環境や住環境 

に影響を与えるものであり、まとまった面積を持っていることや緑どうしがつなが 

っていることが重要です。 

 

 ●本市の緑の軸をなす緑として、国有林、富ヶ岡の森、南の里の森、仁別・三島の森 

を位置づけます。 

●骨格となる緑をネットワークする緑として、河川や小規模な樹林地、市街地周辺の 

樹林地などを位置づけます。 

●良好な住環境をもたらす緑として、市街地内の公園や緑地、市街地周辺の樹林地、 

緩衝緑地等を位置づけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

富ヶ岡の森 
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図表 16. 環境保全系統の配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

富ヶ岡の森 
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4-2 レクリエーション系統の配置方針 

 

レクリエーションの機能を果たす緑は、市民全体の利用ができる拠点があること、 

それらと各地区が行き来しやすくなっていること、各地区ごとに身近に利用できる 

施設が整っていることが重要です。 

 

 ●全市的なレクリエーションの拠点の緑として、5つの地区の中央にある北広島市レ 

クリエーションの森、総合体育館、総合運動公園、緑葉公園、民間ホテル周辺など 

を位置づけます。 

●地区内で日常的に利用できる緑として、地区公園、近隣公園、街区公園などの市街 

地内の公園、都市緑地、市街地周辺の樹林地を位置づけます。 

●レクリエーションの拠点をネットワークする緑として、道道札幌恵庭自転車道線や 

市街地内を連絡する歩行者・自転車道路を位置づけます。 

●その他のレクリエーション系統の緑として、キャンプ場、市民農園、観光農園、ゴ 

ルフ場、歴史的な公園や墓園、河川の親水空間、東の里地区遊水地などを位置づけ 

ます。 
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図表 17. レクリエーション系統の配置方針図 

 

 

  

東の里地区遊水地 
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4-3 防災系統の配置方針 

 

防災の機能を果たす緑は、水害や土砂災害などの防止に役立つ緑地が確保されて 

  いることや、災害時の避難路、避難所となるオープンスペースや道路沿いの緑が確 

保されていることが重要です。 

 

 ●自然災害を防止する緑として、保水機能を持つ国有林、南の里の森、仁別・三島の 

森、東の里地区遊水地、河川沿いにある樹林地、農地(水田、畑)、土砂災害を防止 

する山手町の保安林や南の里地区の防風保安林などを位置づけます。 

●避難地、避難路の役割を果たす緑として、道路や歩行者・自転車道路、公園、緑地、 

今後新設される公園や公共施設の緑地を位置づけます。 
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図表 18. 防災系統の配置方針図 

 

 

 

 

 

  

東の里地区遊水地 
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4-4 景観構成系統の配置方針 

 

     景観構成の機能を果たす緑は、背景となる山地や丘陵地の樹林地が残されてい 

ることや、河川、道路、JR沿線などの目に入りやすい軸的な緑が生かされている 

こと、また、住宅地、工業地や拠点となる場所では、市民参加を進めながらうるお 

いや地域らしさを演出することが重要です。 

 

  ●四季折々の自然景観を形成する緑として、国有林、富ヶ岡の森、南の里の森、仁別・ 

三島の森、北の里から南の里の農地や輪厚の一団の農地を位置づけます。 

●人々に自然の豊かさを印象づける緑として、幹線道路や JR沿線から見える樹林地 

 や農地、街路樹、丘陵・傾斜地の樹林地、市街地周辺の樹林地、他市町との境界の 

 河川を位置づけます。 

●都市の魅力を向上させる拠点の緑として、JR北広島駅周辺、旧島松駅逓所周辺、 

拠点的な公園、公共施設、道路植栽地の花づくりや植樹、事業所の緑を位置づけま 

す。 
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図表 19. 景観構成系統の配置方針図 

 

 

 

  

富ヶ岡の森 
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4-5 総合的な緑の配置方針 

 

本市の緑地を総合的に考えると、配置方針は以下の通りです。 

 

(1) 骨格的な緑の配置 

本市の緑の軸の骨格を形成する緑として国有林、富ヶ岡の森、南の里の森、仁別・ 

三島の森を位置づけ保全します。 

 

 

(2)ネットワークの形成 

ネットワークを形成する緑は、骨格となる緑をつなぐように配置します。 

  

 ・骨格となる緑をつなぐ位置にある小規模な樹林地 

 ・農地 

 ・河川沿いの緑 

 ・道路・JR沿線の樹林地、歩行者・自転車道路の緑 

  

 

(3) 重要な緑の配置 

    その他良好な住環境形成に重要な緑地として、以下のものを保全・創出します。 

   

  ・市街地周辺の樹林地 

 ・市街地内の緑豊かな公園や緑地 

   ・都市の顔となる拠点の緑 

   ・緑化、花づくりによる良好な住環境 

・市民の交流促進に資するレクリエーション施設 

・自然災害を防ぐ、防風保安林や斜面の樹林地 
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図表 20. 総合的な配置方針 

 

区      分 対 象 と な る 緑 

骨

格

的

な

緑 

国有林 
・水源涵養保安林、特別天然記念物野幌森林

公園 

南の里の森 ・特別緑地保全地区 

仁別・三島の森 ・水源涵養保安林 

富ヶ岡の森 ・市有林  

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を

形

成

す

る

緑 

①森林・農地などのネットワーク 

  

・骨格となる森林をつなぐ位置にある小規模な樹

林地・農地 

  

②河川沿いの緑 ・輪厚川、中の沢川、島松川など 

③道路・JR 沿線の樹林地 

・国道 36号、国道 274 号、JR 千歳線、道央自

動車道沿いで特に緑の豊かさを感じられる区

間、歩行者・自転車道路 

 

 

 

重 

 

要 

 

な 

 

緑 

① 市街地周辺の樹林地 ・大曲東小学校うらの森、西の里白樺林 など 

②市街地内の緑豊かな公園や緑

地都市の顔となる拠点の緑 

・JR 北広島駅周辺 

・旧島松駅逓所周辺 

・緑葉公園、総合運動公園 

③緑化、花づくりによる良好な住環 

境 

・花や緑が豊かな住宅地 

・敷地内緑化等による工業地 

・花や緑が豊かな商業業務地 

④市民の交流促進に資する緑 
・キャンプ場、スキー場、市民農園、東の里地区 

遊水地など 

⑤自然災害を防ぐ緑 ・防風保安林、山手町の保安林 など 
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図表 21. 総合的な緑地の配置方針図 

 

 

 

 

東の里地区遊水地 

富ヶ岡の森 
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5 章 緑地の保全及び緑化の推進のための施策 

5-1 施策体系 

   本計画における施策の体系を次のとおり定めます。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-2 豊かな森や林を将来の世代に引き継ぐための施策（環境保全系統） 
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5-2 豊かな森林を将来の世代に引き継ぐための施策（環境保全系統） 

 

(1) 骨格となる森林の保全 

地球温暖化の防止に役立ち、多様な野生生物のすみかを確保する緑として、緑の軸 

の骨格となる国有林、富ヶ岡の森、南の里の森、仁別・三島の森、を保全します。 

＜施策＞ 

  ●国有林の保全 

    本市の重要な緑の軸の骨格である、特別天然記念物野幌原始林を含む国有林につい 

ては今後とも保全に努めます。 

  ●南の里地区の緑地の保全 

      南の里地区の緑地は、平成 17年度に都市緑地法に基づく特別緑地保全地区に指定 

するとともに、散策路等の施設整備も平成 19年度に整備をしました。今後は、豊かな樹 

林地を保全し、市民の憩いの場として活用を図ります。 

   ●仁別・三島の森の保全 

      緑の軸の骨格であり、水源涵養の機能をもつ仁別・三島の森については約 566ha を本 

市で取得し、平成18年度に水源涵養保安林に指定しました。今後も、水源流域地域保 

全事業により森林整備や林道整備を行いながら保全に努めます。また、平成 24年に新 

たに民有林（7ｈａ）を取得する予定です。 

●富ヶ岡の森の保全 

     富ヶ岡の市有林を緑の活動拠点として位置づけ、市民やボランティアの体験学習の場 

として整備していきます。 

 

 

 

(2) 野生生物のすみかや移動経路となる樹林地や河川のネットワーク形成 

広域的な緑の軸を形成するため、骨格となる森林をつなぐ小規模な樹林地や農地な 

どの保全に努めます。 

＜施策＞ 

●骨格となる森林をつなぐ民有林や農地の保全 

山地、丘陵地にある小規模な民有林などについては、所有者への必要な支援をしながら 

保全します。農地については農業施策との連携により保全に努めます。 

   ●自然環境に配慮した河川の改修 

河川については、多自然型工法を採用するなど自然環境や野生生物の生息に配慮した 

改修に努めます。 
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(3) 良好な住環境をもたらす市街地内及び周辺の緑の保全 

住環境にうるおいと快適さを提供している市街地周辺の樹林地を保全します。 

    市街地内の既存樹林地についても、ネットワークを形成する緑、良好な住環境をも 

たらす緑として今後も保全に努めます。 

＜施策＞ 

    ●市街地周辺の樹林地の保全 

      市街地周辺の大曲東小学校うらの森、西の里白樺林など、良好な住環境をもたらし自 

然とのふれあいの場となる緑は、所有者の理解や協力を得ながら緑保全地区の指定な 

どにより保全に努めます。 

    ●市街地内の豊かな樹林地の保全 

    緑葉公園など既存樹林地を生かした公園や、緑保全地区に指定された市街地内の樹 

林地などについては、所有者や市民の協力により保全に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

                    5 章 緑地の保全及び緑化の推進のための施策 

35 

5-3 市民がいきいきと交流し、憩える緑をつくるための施策（レクリエーション系統） 

 

(1) 市民の交流を促すレクリエーション拠点の充実 

市民の交流を促すレクリエーションの拠点(北広島レクリエーションの森、緑葉公 

園、総合体育館、民間ホテル周辺のスキー場やゴルフ場)の充実を図るため、総合運 

動公園の整備と、各地区とレクリエーション拠点をつなぐ歩行者・自転車道路などを 

整備します。また、道央圏の広域的なサイクルネットワークについて整備を検討しま 

す。 

＜施策＞ 

  ●総合運動公園の整備推進 

    総合運動公園の整備を推進します。 

   ●広域自転車道と関連施設の整備 

     野幌原始林など周辺の自然環境に配慮しながら道道札幌恵庭自転車道線を延伸し、平 

成 16年に「学習の森」・平成17年度に「水辺の広場」の整備をしました。今後も、市民の 

休憩・休息の場として活用を図ります。 

    ●拠点と各地区のネットワーク強化の検討 

      拠点と各地区をつなぐ歩行者・自転車道路については、既存道の活用や拡幅整備など 

により、ネットワーク強化を検討します。 

   ●東の里地区遊水地の利活用 

     遊水地内の冠水頻度が少ないエリアに、市民が多目的に利用できる広場や自然観察ゾ 

ーンなどの利活用計画を国と連携を図りながら策定していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

                    5 章 緑地の保全及び緑化の推進のための施策 

36 

(2) 日常生活に根ざした公園や緑地の整備 

身近に利用できる憩いや休息の場を確保するため、公園の適切な配慮に努めます。 

     また、市民が地域の環境に愛着を持ちながら暮らせるようにするために、計画段 

階から市民参加による公園や緑地の整備を進めます。 

＜施策＞ 

   ●公園の適切な配置 

新設する街区公園などは、身近に歩いていける距離(概ね 250m)をめやすに適切に配置 

します。 

  ●地域住民のニーズに応えた施設の整備 

     公園や緑地などについては、計画段階から地域住民の意見を聴き、ニーズに応えた施設 

整備に努めます。 

 

 

 

(3) だれもが利用しやすい施設の更新・充実 

少子高齢化にふさわしい、安心して過ごせる都市づくりを進めるため、だれもが 

利用しやすい施設整備に努めます。 

また、市民の多様なレクリエーションのニーズに応えるため、各種レクリエーシ 

ョン施設の充実を図ります。 

＜施策＞ 

    ●少子高齢化社会に対応した公園や緑地等の整備 

      新設や再整備される公園や緑地については、木や土などの自然素材やバリアフリーに配 

慮するなど、公園施設長寿命計画に基づきだれもが利用できる施設整備に努めます。 

    ●多様なレクリエーション施設の充実 

    キャンプ場やパークゴルフ場、市民農園や観光農園など多様なレクリエーション施設につ 

いては、新設や既存施設の更新により充実に努めます。 
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(4) 自然とふれあえる緑空間の活用 

子どもをはじめ市民が身近にふれあえる自然環境をつくるため、各地区の市街地 

周辺の樹林地を保全し活用します。 

     うるおいある水辺の環境を確保するために、河川の親水空間を整備します。 

   また、循環型社会の実現に向けた市民意識の向上や普及啓発を進めるとともに、 

緑資源の有効活用の取り組みを進めます。 

     その他に、市有林や民有林などでは、自然と親しむ場として活用できる環境づく 

りを進めます。 

 

＜施策＞ 

    ●市街地周辺の樹林地の活用 

   大曲東小学校うらの森などについては、所有者の理解や協力を得ながら保全し、子ども 

たちをはじめとして市民が自然とのふれあいや環境学習の場として活用していきます。ま 

た、富ヶ岡地区の市有林については、森林ボランティア等の活動フィールド、子どもたち

の体験学習、市民の交流の場として活用していきます。 

  ●輪厚川など親水空間の整備 

     輪厚川については、平成 16年度に親水空間として整備を行いました。今後も、河川敷 

の草刈りなどを市民と協働で進め、親しまれる憩いの場を提供します。また、旧島松駅逓 

所については、河川を含めた周辺環境と史跡が調和する整備を検討します。 

    ●その他の山林、丘陵樹林地の活用 

     市有林での、自然観察や春の山菜狩りなど行楽の場として活用するにあたっては、利用 

者のマナー向上の啓発を進めます。また、限りある緑資源の有効活用として間伐材や剪 

定枝のリサイクルに取り組みます。 
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5-4 安全・安心の緑をまもり、つくり、育てるための施策（防災系統） 

 

(1) 河川の増水を防ぐ源流及び流域の緑の保全 

水害などの自然災害を防止するため、仁別・三島の森など保水機能を有する河川 

源流の森林や河川沿いの樹林地を保全します。 

＜施策＞ 

   ●河川の源流から下流にいたる樹林地の保全 

    一団の樹林地として保水機能を有する国有林、南の里の森、仁別・三島の森を保全する 

とともに、下流にいたる民有林等も所有者の理解や協力を得ながら保全に努めます。 

  ●東の里地区遊水地の整備 

    平成17年に策定された「千歳川河川整備計画」の、洪水対策事業として平成23年から 

遊水地工事（150ｈａ）が進められており、平成 31年完成に向けて整備を進めます。 

 

 

(2) 土砂災害等を防ぐ保安林や丘陵傾斜地の樹林地の保全 

土砂災害等を防止する機能をもつ市街地の周辺部や市街地内の傾斜地にある樹 

林地を、引き続き保全します。 

＜施策＞ 

   ●防風保安林や土砂崩壊防備保安林等の保全 

    南の里地区の防風保安林や山手町にある土砂崩壊防備保安林などは、周辺の都市緑 

地や緑葉公園の樹林地とともに引き続き保全します。 

    ●市街地内の樹林地の保全 

    市街地内の樹林地などは、市街地内での土砂災害を防止する緑として保全に努めま 

す。 

 

(3) 避難所、避難路の役割を果たす緑地の充実 

災害時に市民が安全に避難できるようにするために、避難所に指定されている公 

園や公共施設の緑地、避難路となる幹線道路では防災面などに配慮した緑化を推進 

します。 

＜施策＞ 

    ●避難所の緑化推進 

    避難所となる公園・緑地や公共施設の緑地については、樹木のボリュームアップや樹種 

の選定など防災面に配慮した緑化に努めます。 

    ●避難路の緑化推進 

      幹線道路の街路樹や緑道などの歩行者・自転車道路の樹木については、ボリュームア 

ップや樹種の選定など防災面に配慮した緑化に努めます。 
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5-5 四季を彩る緑、ふる里の魅力を高める緑を大事にするための施策（景観構成系統） 

 

(1) 景観の基礎となるまとまった緑の保全 

本市の緑の豊かさを印象づける樹林地を保全します。 

＜施策＞ 

   ●国有林、富ヶ岡の森、南の里の森、仁別・三島の森、の保全 

本市の緑の景観の基礎となっている国有林、富ヶ岡の森、南の里の森、仁別・三島の森 

を、法律や条例に基づく地域指定により保全に努めます。 

 

 

 

(2) 都市の顔や拠点となる地域の緑による演出 

    多くの人々が訪れる JR北広島駅周辺では、都市の顔としての魅力を高めるため 

に緑を活用し、やすらぎやうるおいのある空間づくりに努めます。また、市民の積 

極的な参加による花づくり等の演出も進めていきます。 

国指定史跡の旧島松駅逓所については本市の歴史を物語る拠点として周辺の樹林 

地や島松川の環境と調和した施設を整備します。 

＜施策＞ 

   ●JR 北広島駅周辺の魅力向上 

      JR 北広島駅周辺については、平成 20年度に駅前西口公園の再整備をしました。今後 

も、駅前通や北進通の街路樹や花壇づくりによる演出で、訪れる人をなごませる空間づく 

りに努めます。 

    ●史跡周辺環境等の整備 

     旧島松駅逓所については、建物や記念碑を含め周辺の樹林地や河川の環境と調和し 

た施設を整備します。  
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(3) 人々に緑の豊かさを感じさせる幹線道路、JR 沿線の緑の保全・創出 

本市の緑豊かさを印象づけるために、多くの人々が行き来する幹線道路、JR沿 

線の樹林地や市街地内の緑の保全や緑化に努めます。 

＜施策＞ 

   ●JR 沿線、幹線道路から見える、豊かな緑の保全 

      JR 沿線の上野幌駅から北広島駅間の樹林地や中の沢の道道栗山北広島線沿いの樹 

林地については、条例による地域指定などにより保全に努めます。 

    ●公共公益施設の緑化 

     官公庁や学校などの公共公益施設の敷地については、市の木や市の花を活用しながら 

子どもたちなど、市民参加による緑と花のある美しいまちづくりを推進します。 

    ●道路の緑化 

     幹線道路については、市民の協力を得ながら花壇やフラワーポットによる花づくりを推進 

します。 

    ●他市町との境界の河川の緑の保全 

    他市町との境界にある河川沿いの緑については、広域的な視点から重要な緑地として位 

置づけし、特に大曲川などでは、札幌市側の都市緑地の環境と調和するような保全に努 

めます。 

    ●景観に配慮した街路樹の管理 

    街路樹は、まちの顔・通りの顔となる景観の重要な要素であり、新緑や紅葉など魅力ある 

四季の変化を演出するもので、市の木などを活用するとともに、統一された美しさとなるよ 

う、定期的な剪定の実施など適正な管理に努めます。  

    ●住宅地の花づくり活動の推進 

    市民との協働によるオープンガーデン見学会や花のまちコンクールの開催を通して、市民 

に花づくりの楽しさを知ってもらうことにより、住宅地の花づくり活動を推進します。 

    ●民間施設の緑化の推進 

    事業所の敷地については、民間施設における緑化の基準及び協議に関する要綱に基づ 

いて緑化を推進します。 
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(4) 丘陵・傾斜樹林地などの保全 

丘陵・傾斜樹林地の眺望を将来にわたって残すために、眺望点から見える緑豊か 

な景観について保全の方策を検討します。 

＜施策＞ 

   ●眺望景観をつくる緑の保全 

四季折々の自然・田園環境が楽しめる中の沢地区や竹山周辺などについては、眺望に 

配慮し、条例による地域指定などにより保全に努めます。 
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5-6 参加・連携で緑づくりを進めるための施策(制度・体制) 

 

(1) 緑化や花づくりなど緑のパートナーシップづくり 

      市民の想いが反映できる緑づくりを実現するために、市民、事業者、行政がそれ 

ぞれの役割を分担しパートナーシップによる緑づくりを推進していきます。 

      パートナーシップづくりにあたっては、関心を持ってもらうこと、担い手を育て 

ること、その担い手の緑づくりを支援することなどを検討していきます。 

 

＜施策＞ 

   ●緑づくりに対する関心の喚起 

      公園など施設整備にあたっては、計画段階で市民との対話の場を設けたり、各種緑づく 

りの情報提供やコンクール等による緑化事業を進めながら、緑づくりに対する関心の喚起 

や参加意識の向上に努めます。 

    ●緑づくりの担い手育成 

     良好な緑を保全、創出する森林管理や花づくりの担い手を育成するために、子どもから 

大人まで緑づくりの大切さを学び、緑づくりに積極的に参加する人材を育成するために、 

自然観察会の実施など環境教育を推進します。 

    ●ボランティア等市民活動の支援と連携 

     市民、事業者の自主的な緑づくり活動を支援するために、市民ボランティアや NPO活動 

に対する情報提供を行うとともに、助成制度を利用した活動を支援します。また、市有林 

を森林ボランティアなどの活動の場として提供するほか、森林を所有する国や道、民有 

林の所有者とも連携を図りながら、緑づくり活動の場を広げていきます。 

   ●緑化センター機能の検討 

緑に関する情報を収集し、市民の緑に関する知識の普及、緑化活動への参加、支援や 

アドバイスなど気軽に市民が緑に接することができる仕組みづくりの 1 つとして必要とされ 

る緑化センター機能について市民とともに検討していきます。 
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(2) 保全すべき緑地の担保性の向上 

緑地をより確実に保全するため、法律や条例による地域指定や指導、借り入れや 

協定などの手法により、緑地の担保性を向上します。 

 

＜施策＞ 

   ●地域制緑地指定による緑地の保全 

     良好な環境をつくる森林等については、緑保全地区の指定など法律や条例に基づいた 

地域制緑地の指定を検討します。 

    ●行政による民有林の借り入れや買い取り、協定締結  

     市街地周辺の民有林などは、所有者の理解や協力を得ながら借り入れや買い取り、又 

は協定締結による森林保全の担保性向上を検討します。  

    ●林地開発の指導強化等保全方策の拡充検討 

     林地開発等で樹木を伐採する場合は、事業者に現状回復を履行させるよう関係機関 

に要請していきます。また、緑を保全する制度の拡充を本市で検討したり、国や道に要 

請していきます。  
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図表 22. 主な地域制緑地の概要 

 

 

都市緑地法 

特別緑地 

保全地区 
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6 章 重点プロジェクトにおける緑づくりの方針 

6-1 重点プロジェクトの選定 

これまでに整理した施策から、人材育成と花のまちづくり活動が緑づくりを進め 

ていくうえで、市民の参加と協働が特に重要であると考えました。この 2つのプロ 

ジェクトを基本として緑に関する各分野の計画と整合を図りながら、緑の将来像を 

実現するために重点プロジェクトを選定します。 

図表 23. 重点プロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

プロジェクト名 選    定    理    由 

人材育成 

プロジェクト 

 緑づくりを進めていくには市民の参加と協働が必要であり、緑づく

りの担い手を各プロジェクトを推進していく中で育成していくことが重

要である。 

北広島駅周辺地区 

緑づくりプロジェクト 

 

 市民よる花づくりが盛んになってきており、市民と行政が協働で美

しいまちづくりを目指していくうえで重要な取組みである。 

 

市民の森づくり 

推進プロジェクト 

 

南の里地区緑地 

保全プロジェクト 

 

花のまちづくり 

推進プロジェクト 

 

レクリエーション 

拠点充実プロジェクト 

 

 本市の歴史を物語るシンボル的な空間として都市景観上重要な地

区であり、史跡の整備により観光振興等への寄与が期待される。 

  仁別・三島の森は本市の緑の軸の骨格をなし、環境保全や自

然災害の防止などの観点から重要な森林である。                                                                                                                                                           

市が取得した仁別・三島の森・富ヶ岡の森は、市民の参加と協働

によりまもりそだてていく必要がある。 

 大曲小学校うらの森などの市街地に隣接する樹林地は、良好な

住環境をもたらしており、公園等の整備とともに、自然とのふれあい

や学習の場として大切な緑を緑保全地区の指定などにより保全し

ていく必要がある。 

 平成 17 年に特別緑地保全地区に指定した南の里の森は市街

地に近接する自然豊な森林であり、本市の環境保全上重要な緑

地であることから、今後も保全に向けた取り組みを行っていく。 

 本市のレクリエーション機能の拠点となる地区であり総合運動公

園、道道札幌恵庭自転車道線等の複合的な整備が進められてい

る地区である。 

旧島松駅逓所周辺 

地区緑づくりプロジェクト 

 

大曲地区緑づくり 

プロジェクト 

 本市の顔、玄関口となるシンボル的な空間として都市景観上重

要な地区であり、今後も街路樹や花壇などにより魅力を高めていく

必要がある。 
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図表 24. 重点プロジェクト位置図 
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6-2 重点プロジェクトの方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

     

      

  

全国的に森林の保全をはじめとする緑づくりへの関心は高まりつつあ

り、市民の側からもボランティアによる森林管理などを提案する意見も

聴かれるようになりました。 

これらのことから、市民と行政の協働による緑づくりの新たな担い手

を育てていく必要があります。 

 

現況と 

課 題 

基 本 

方 針 

市民が緑づくりに関心をもち積極的に参加できるような普及啓発事業

の充実や市民ボランティア活動への支援を進めていきます。 

現況と 

課 題 

●緑づくりの担い手を育てるために緑づくりに関する講習会や森林に関する学習

会などを開催します。 

●森林管理などの専門的アドバイスができる専門家を派遣できるよう、体制づくり

に努めます。 

●各プロジェクトに市民が実際に参加し作業を行い体験することが重要であり、市

民が積極的に参加できる仕組みづくりに努めます。 

  

 (１) 人材育成プロジェクト 
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本市では、花づくり活動が盛んに行われており、毎年花のまちコンク

ールや園芸教室などの行事が展開され、北海道認定のフラワーマスター、

本市認定の花飾人など、人材育成の仕組みも整いつつあります。        

これからは、花づくりの普及啓発事業など支援体制を充実していく必

要があります。 

現況と 

課 題 

基 本 

方 針 

市民による花づくりの参加の輪を広め、各プロジェクトと連携し花によ

る美しいまちづくりを推進します。 

 

現況と 

課 題 

●市民の花づくりへの関心を高める花のまちコンクールの開催や広報、ホ

ームページなどによる花づくり情報の提供などの普及啓発活動を充実

していきます。 

 

●専門的な知識を持つフラワーマスターなどの指導を受け、花づくりの担

い手を育てる講習会などを開催します。 

 

●花づくりにおける市民参加の輪を広げるため、必要な支援を継続してい

きます。 

 

  

 (2) 花のまちづくり推進プロジェクト 
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本市で取得した仁別・三島の森約 566ha は緑の軸の骨格をなしており

札幌市、恵庭市へと連なるまとまった森林です。 

この森林は環境保全や自然災害の防止、河川の水質保全のために将来

にわたり良好なかたちで保全していくことが必要です。 

また、自然学習会などの緑づくりの取り組みにあたっては、市民が主

体的に活動できるような方策が求められています。 

 

現況と 

課 題 

基 本 

方 針 

森林は、私たちの暮らしに欠かせない貴重な財産であり、多様な野生生

物を育むことから、市民の参加と協働のもとに仁別・三島の森を「市民の

森」としてまもり育てていきます。 

また、富ヶ岡地区の市有林を緑の活動拠点と位置づけ、市民や森林ボラ

ンティアの体験学習や活動の場として整備していきます。 

現況と 

課 題 

●市民共通の財産である仁別・三島の森については、林道改良や治山事業

を行い水源涵養保安林としての森林整備を推進します。 

●市民と行政が「市民の森」としてまもり育てていくため、森づくりの専

門家(経験者)の指導を受けながら森林とふれあいや体験学習など森づ

くりを実践する機会をつくっていきます。 

 
●植樹祭や自然学習会などの交流事業を計画的に実施していきます。 

  

 (3) 市民の森づくり推進プロジェクト 
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 南の里地区の森林は本市南部に位置し、｢国有林」-「仁別・三島の森」

と続く本市の緑の軸の骨格の一部となっています。平成 17年度に特別緑

地保全地区に指定した南の里地区の樹林地の植生は、コナラ林が多く学

術的に貴重な生物が認められ、多様な野生生物の生息・生育地となって

います。これらのことから、良好な自然環境として今後も本地区を保全

していく必要があります。 

 

 

現況と 

課 題 

基 本 

方 針 

地区の中心となる南の里地区の森林と周辺の樹林地については、今後

も、市民の憩いの場として活用し保全していきます。 

現況と 

課 題 

●北海道と市が所有する約 183ha については、平成 17 年度に特別緑地保

全地区に指定しました。今後も、良好な自然環境の保全に努めます。 

●特別緑地保全地区に指定した区域については、平成 19 年度に一部散策

路等の整備がされました。今後は、市民が豊な自然と身近にふれあえる

施設として維持管理に努めます。 

 
●緑地保全地区周辺の民有林のうち、道条例に基づく環境緑地保護地区は

地域指定により引き続き保全します。その他については所有者の理解、

協力を得ながら保全に努めます。 

  

 (4) 南の里特別緑地保全プロジェクト 
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本市中央部は北広島レクリエーションの森、道道札幌恵庭自転車道線、

緑葉公園、ゴルフ場、スキー場などの施設があり、市民のレクリエーシ

ョンの拠点を担っており総合運動公園や自転車道などの施設整備が計画

されています。 

拠点に近接する国有林は本市の緑の軸の骨格となっており、特別天然

記念物野幌原始林などの豊かな自然環境を有しています。 

今後は自然環境に配慮しながらレクリエーション拠点としての機能を

充実させる必要があります。 

 

 

現況と 

課 題 

基 本 

方 針 

各地区の交流を促すレクリエーション拠点の充実を周辺の自然環境に

配慮しながら進めるとともに、拠点と各地区の自転車道によるネットワー

ク化を進めます。 

現況と 

課 題 

●市民のスポーツ・レクリエーション拠点となる総合運動公園の施設整備

を推進していきます。 

●道道札幌恵庭自転車道線の延伸整備を推進します。 

●平成 16 年度に「学習の森」、平成 17 年度に「水辺の広場」の整備をし

ました。今後も、市民の休憩・休息の場として活用を図ります。 

  

 (5) レクリエーション拠点充実プロジェクト 

     

●レクリエーション拠点と各地区とを結ぶ、サイクルネットワーク整備を

検討します。 
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北広島駅周辺地区は本市の玄関口となる地区であることから、駅前西口

公園の再整備や他の公園の整備が必要になってきており、都市の顔として

の魅力を高めていく必要があります。 

現況と 

課 題 

基 本 

方 針 

緑豊かな本市の顔として、緑の演出によるやすらぎやうるおいで訪れる

人をなごませる空間づくりを進めます。 

現況と 

課 題 

●都市の顔として魅力を高めるため、平成 16 年度にくるみ公園、平成 17

年度にどんぐり公園を整備し、平成 20 年度に駅前西口公園の再整備を

しました。今後も、まちの顔である公園として管理を行っていきます。 

●駅へのアクセス空間となる北進通のプラタナス並木や駅前通の植栽に

ついては、景観に配慮した管理を進めます。 

●エルフィンパークでの花づくりの展示や園芸教室などの普及、啓発活動

を引き続き進めていきます。 

 

  

 (6) 北広島駅周辺地区緑づくりプロジェクト 

    

●芸術文化ホール敷地内の広場を中心に、市民の憩いや交流の場として、

ふさわしい緑地の管理を進めます。 

●駅から東側の眺望景観の要素をなしている、道道江別恵庭線沿道東側の

斜面樹林地の保全を検討します。 

 
●良好な住環境に資する既存都市緑地や、鉄道敷地の緩衝的な役割を果た

す緑地を引き続き保全します。 
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図表 25. 北広島駅周辺地区の整備方針 

 

 

 

  

どんぐり公園（Ｈ16整備） 

くるみ公園（Ｈ17 整備） 

北広島駅西口公園 

（Ｈ20 整備） 
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旧島松駅逓所周辺地区は、本市の南部、国道 36号の恵庭市境界付近に

位置しており、昭和59年に国指定史跡に指定された駅逓所の建物があり、

クラーク記念碑や寒地稲作発祥の地の碑がある北海道の開拓史上重要な

場所です。 

今後は、これらの歴史的遺産を適切に保存するとともに周辺の環境整

備する必要があります。 

現況と 

課 題 

基 本 

方 針 

北海道の開拓の歴史を伝える貴重な史跡を持つ地区として、周辺の環境

整備を進めます。 

現況と 

課 題 

●道内に現存する駅逓所で最古の建物である旧島松駅逓所については、周

辺の施設整備をします。 

 

●国道 36 号を通過する人々が駅逓所に立ち寄りやすくするように、案内

板、サインの設置とアクセス道路沿いの景観の保全、創出などの方策を

検討します。 

 
●駅逓所周辺の整備に合わせ島松川や仁井別川は、親水空間の整備や自然

環境に配慮した整備を推進します。 

 

  

 (7) 旧島松駅逓所周辺地区緑づくりプロジェクト 

      

●秋の紅葉など美しい景観を演出する駅逓所の後背の樹林地や、その周辺

に広がる島松環境緑地保護地区の樹林地を引き続き保全します。 
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図表 26. 旧島松駅逓所周辺の整備方針 

 

 

  

既存施設を含む周辺

樹林地の環境整備 
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大曲地区の市街地周辺には自然と親しめる樹林地が残っており、コミュ

ニティセンターの建設や街区公園整備が想定される地区です。 

現況と 

課 題 

基 本 

方 針 

公園整備や公共施設緑地の確保を図るとともに、市街地周辺の樹林地に

ついて保全と活用を検討します。 

現況と 

課 題 

●平成 17年度に「北広島ふれあい学習センター」と周辺緑地の整備をし 

ました。今後は、市民の憩いの場として周辺緑地の管理を行います。 

 

●街区公園については、地区内のバランスを考慮し適正に配置するよう検

討します。 

●自然とのふれあいや学習の場として親しまれている大曲東小学校うら

の森については、所有者の理解と協力を得ながら緑保全地区の指定など

により保全に努めます。 

  

 (8) 大曲地区の緑づくりプロジェクト                                   

           

     

●中の沢川の改修に際しては、自然環境や野生生物の生息環境に配慮し進

めます。 

●道央自動車道沿いの遮断緑地は、良好な住環境維持に大切な緑地である

ことから、引き続き保全します。 

 

 



 

                       6 章 重点プロジェクおける緑づくりの方向 

57 

図表 27. 大曲地区の整備方針  

 

 

北広島ふれあい学修

センター （Ｈ17整備） 

（街区公園） 

） 

大曲東公園 

（近隣公園） 

（街区公園） 

（街区公園） 

（街区公園） 

（街区公園） 

（街区公園） 

 

（街区公園） 
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7 章  南の里特別緑地保全地区について 

南の里特別緑地保全地区については、平成 17年 10 月 7日に特別緑地保全地区とし 

て都市計画決定をしました。 

 

7-1.南の里特別緑地保全地区の概要 

（1）位置と区域面積 

  南の里特別緑地保全地区は、北広島市南部の市街化調整区域に位置し、「国有林」

－「富ヶ岡の森」－「南の里の森」－「仁別・三島の森」と続く緑の軸の骨格となっ

ています。 

  南の里特別緑地保全地区の規模は、北広島市市有地、北海道所有地などを合わせた

約 183ha です。 

図表 28.南の里特別緑地保全地区の位置    図表 29. 南の里特別緑地保全地区の区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）自然環境 

  南の里特別緑地保全地区の地形は、島松丘陵地に区分される丘陵地形であり、地区

内を南里川、地区南側は島松川が流れています。 

  植生はコナラ等を主体とし、地区の景観を構成する重要な景観要素となっています。

また、学術的にも貴重と認められる野生生物も確認されるなど、多様な野生生物の生

息・生息地となっています。 

 

（3）緑地の保全と施設に関する基本的な考え方 

  南の里特別緑地保全地区は、自然林に近い二次林主体の南側エリアを「保全ゾーン」、 

 主に二次林で構成される北側エリアを「自然とのふれあいゾーン」としています。全 

 体は保全を基本としますがアクセス性に富む北側エリアの一部については、人と自然 

とのふれあいを促すゾーンと位置づけ、自然と人との共存の場としています。(図表

30）施設については、入口広場 1箇所、休憩所 3か所、Ａゾーン側に約 510ｍ、Ｂゾー

ン側に約 640ｍの散策路があります。極力樹木の伐採を避ける位置に計画して、必要最

小限の施設整備となっています。（図表 31） 

名   称 面 積（ha） 

北海道所有地 165.6ha 

北広島市有地 14.9ha 

国有及び電源開発㈱用地 2.6ha 

計 183.1ha 
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図表 30.   

南の里特別緑地保全地区全体図 

 

 

 

 

 

 

 

図表 31.  南の里特別緑地保全地区整備区域図（拡大図） 
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8 章  計画の推進に向けて 

この計画の実現のためには、市民、事業者、土地所有者(森林等の土地所有者)、行 

政との連携と協働により市民がいつまでも誇れ、楽しめる緑と花のまちづくりを実現 

するため、それぞれの役割を踏まえ取り組んでいくことが必要です。 

 

(1) 市民の役割 

  市民 1人ひとりができる範囲で、できることから積極的に緑化推進に取り組みます。 

    緑化活動として公園の整備計画や維持管理に積極的に参加するとともに、身近なと 

ころで花や緑に囲まれた住環境を創出していくなどの取り組みがあげられます。 

 

(2) 事業者の役割 

    事業者として地域の緑化推進に積極的に取り組みます。 

    事業所内や周辺の緑化、市民が行う緑化活動への支援など事業者のボランティアと 

しての緑化活動があります。 

 

(3) 土地所有者の役割 

土地所有者(森林等の土地所有者)は、樹林地がもつ緑の多様な公益機能を理解し、 

緑地としての良好な管理に努めます。また、他の目的に利用する場合は、緑の基本計 

画の理念をふまえ、緑の確保等に配慮した土地利用計画に努めることとなります。 

 

(4) 行政の役割 

公園や街路樹などの整備、公共施設における緑化事業の実施と民有地緑化への支援 

を行います。地域の緑化を推進するための市民や市民団体による緑化活動に対する支 

援や情報の収集、共有、提供を推進します。 

緑づくりを効果的に進めるための組織・体制づくりを図り、また、広域的な調整と 

して国や北海道、隣接する市町などとの連携を強化します。 

 

(5) 緑のまちづくり条例による推進 

緑のまちづくり条例は、市民と行政が一体となって、恵まれた緑を適切に保全する 

こと等を目的として昭和 61年に定められました。この条例には市民、事業者、行政 

の役割や緑保全地区の指定、民間施設における緑化の基準等、また、緑の基本計画を 

定めることとされており積極的に運用していきます。 

本条例には、緑化の推進等に関することについて調査審議するために、緑のまちづ 

くり審議会が設置されており、本市の緑のまちづくりに大きな役割を果たしておりま 

す。 
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(6) 緑のまちづくり基金の充実 

市民とともに緑化を推進し緑あふれる美しいまちづくりを行なう事業に充てるこ 

とを目的として、平成 3年に緑のまちづくり基金が設置されました。 

この緑のまちづくり基金については、積極的に宣伝し、市民や事業者の協力を得

ながら充実と普及を図ります。緑のまちづくり基金は緑化推進事業に使われており、 

本計画の緑の軸の骨格をなしている仁別・三島の森約 566ha は、この基金により取 

得しました。 

 

(7) 緑の基本計画の見直し 

緑の基本計画は、緑をとりまく社会情勢や環境の変化等により、必要に応じて見直 

しを行います。 


